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Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
を
迎
え
て

会
　
長
　
熊
本
和
夫

自
由
民
主
党
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

構
想
か
ら
30
年
。
こ
れ
ま
で
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
幾
多
の
困
難
を
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
越
え
、
関
係
す
る
方
々
の
ご
協
力
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
開
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
の
成
否
を

占
う
大
き
な
出
来
事
が
二
つ
、
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
平
成
15
年
の
栃
木
県
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
に
関
与
す
る
こ
と
を
５
年
間
凍
結
す
る
方
針
を
宇
都
宮

市
に
提
示
し
、
実
質
早
期
建
設
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
。

二
つ
目
は
平
成
19
年
に
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
国
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に
対
し
て
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
手
厚
く
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

と
。
整
備
費
用
と
い
う
課
題
の
ハ
ー
ド
ル
を
一
気
に
下
げ
、
併

せ
て
宇
都
宮
市
が
採
用
し
て
い
る
上
下
分
離
方
式
（
自
治
体
が

軌
道
な
ど
を
整
備
し
、
民
間
事
業
者
が
車
輛
を
借
り
て
運
行
す

る
方
式
）
で
の
施
工
が
可
能
と
な
り
、
事
業
推
進
の
機
運
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
16
年
の
栃
木
県
知
事
選
挙
に
よ
り
、
県
と
市

が
協
調
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
こ

に
平
成
19
年
の
法
律
施
行
が
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、
今
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年
11
月
に
フ
ラ
ン

ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
、  

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
総
合
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
視
察 

・
研
修
に
行
く
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
の
経
験
が
、
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
信
用
乗
車
方
式
、
都
市
空
間
の
再
配
分
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
、
そ
し
て
、
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
繋
が
っ

て
お
り
、
最
先
端
の
施
策
を
体
験
し
、
議
員
間
で
思
い
を
共
有

で
き
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
議
論

に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
で
は
な
く
、
一
つ
の
手
段

で
あ
り
、
道
具
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
具
を
使
っ
て
、
大
き
く

変
革
し
て
い
く
新
し
い
時
代
を
ど
の
よ
う
に
切
り
開
い
て
い
く

の
か
？
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
、
さ
ら
に
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
開
業
を
迎
え
た
今
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
こ
れ

か
ら
も
挑
戦
し
、
宇
都
宮
市
の
公
共
交
通
の
再
編
を
成
し
遂
げ

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
関
係
す
る
方
々
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宇都宮市議会
自由民主党議員会 市民と議会を結ぶ自由民主党議員会 市民と議会を結ぶ

夢・うつのみや
構想３０年

！！

   自由民主
党議員会要

望の  

 ビッグプロ
ジェクト

実現！！

８月２６日
令和５年

土

ライトライン
ついに運行開始！！
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すでに反響も！

※“あなたと市議会”にお寄せ
いただいたご意見より

『帯状疱疹ワクチンを取り上げて
もらったことに感謝。
一般市民の『声』に耳を
傾けてもらえるのは
心強い限り。』

■対　　象：本市に住民登録のある50歳以上の方
■助成金額：生ワクチン　　　  4,000 円／回
　　　　　　不活化ワクチン　10,000 円／回

令和5年11月から

自由民主党議員会の要望実現へ！
帯状疱疹ワクチン接種費用助成、11月から開始予定！
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ライトライン路線図

出発進行！！

レセプショ
ン

パーティー

たくさんの
人に

見送られて
…

出発式

8月26日 土

ライトライン開業!!
～この街の未来が走り出した日～

　帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹ウイルスによって引き起こされる感染症です。過去
に水痘に罹患した人が、加齢や過労、ストレスなどによって免疫力が低下すると、
神経節に潜伏していたウイルスが再び活性化し、痛みを伴う赤い発疹を生じます。
　50歳代から発症率が高くなり、80歳までに3人に1人が発症するとされており、
特に高齢者が発症・重症化しやすい疾病です。治療が長引く事例や後遺症として
痛みなどの症状が残る事例も多くあり、発症予防には、ワクチンが有効とされてい
ますが、費用が高額になることから、接種を諦める高齢者も数多く存在します。
　近年、独自に接種費用の一部助成制度を導入する市町村が増加する中、市民の
生命や生活を守るために、自由民主党議員会では6月、
宇都宮市に対して、帯状疱疹ワクチンへの助成を求める
要望書を提出し、実現する運びとなりました。　
　帯状疱疹が発症・重症化しやすい高齢期において、
　　　ワクチンを接種し、罹患を予防することで、
　　　健康維持のほか、  ＱＯＬ（生活の質）やＡＤＬ
　　　（日常生活動作）の維持を支援していきます。

開業式
ライトライン

フラッグ

駅西側延伸に向けても
力を尽くします！

わが会派所属議員の
質問により答弁

●ブレックス新アリーナ候補地に
　宇都宮駅東公園！
　（LRT沿線に立地）
●ライトライン一日乗車券が
　11月に発売！ 運賃 ： 初乗り150円～400円（対距離制）



（３）宇都宮市議会  自由民主党議員会  市民と議会を結ぶ　夢・うつのみや -Vol.57- 令和５年１０月

Dream・Utsunomiya -Vol.57-  2023.10
◎ＱＲコードをスマートフォン等で読み取れば動画がご視聴出来ます。動画の再生やご視聴には大量のデータ（パケット）通信を行うため、ご視聴される方に通信料のご負担が発生します事予めご了承ください。スマートフォン・タブレットでのご視聴の場合は、Wi-Fi環境でのご利用を推奨いたします。

市議会 令和5年 第4回 定例会 本会議 一般質問（抜粋）

とちぎテレビで
絶賛放送中！みんな

 みてネ♪

市議会
ホームページ

からも
視聴可能です

トピックス
宇都宮市議会

　
　
　
　

 

開
業
後
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
利
用
者
か
ら
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
良
さ
を

実
感
し
た
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
な
ど
順
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
と
受
け
止
め

て
い
る
。整
備
効
果
に
つ
い
て
は
、「
地
価
の
上

昇
」
な
ど
す
で
に
発
現
し
て
い
る
効
果
に
加
え
、

「
税
収
の
増
加
」や「
産
業
活
動
の
活
性
化
」な
ど

の
効
果
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
調
査
を
行
い
市

民
に
分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
後
の
状
況
を
ど
う
受
け

と
め
て
い
る
か
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
様
々
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
効
果
に
つ
い
て
把
握
を
行
い
、

分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
出
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

 

総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
、
２
０
３
０
年
代

前
半
の
開
業
を
目
指
し
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
む
。
軌
道
事
業
の
特
許
申
請
に
向

け
、 

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
大
通
り
の
使
い
方
等
の
道
路
空
間
再
編

に
つ
い
て
関
係
者
と
意
見
交
換
・
協
議
を

進
め
る
。
ま
た
、
情
報
発
信
拠
点
で
あ
る

「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
」を
、
本
年
10
月
に

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
の
設
置
し
市
民
理
解

の
促
進
に
努
め
る
。

佐
藤
市
長

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
側
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

整
備
効
果
に
つ
い
て

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
西
側
延
伸
に
向

け
た
意
気
込
み
と
事
業
の
基
本

的
な
進
め
方
を
伺
う
。

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
へ
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
延
伸
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
中
期
財
政
計
画
❷
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
と
Ｎ
Ｃ

Ｃ
の
推
進
❸
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
❹
歯
科
検
診
の
対
象
年
齢
拡

大
❺
大
谷
地
区
の
振
興
❻
子
ど
も
行
政

❼
小
中
学
校
に
お
け
る
空
調
設
備
の
整
備

タ
ク
シ
ー
へ
の
拡
充

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
益
々
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
で
、
高
齢
者
の
外
出

支
援
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
手
法
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長

よ
り
有
効
に
ト
ト
ラ
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

タ
ク
シ
ー
へ
の
「
高
齢
者
外

出
支
援
事
業
」
使
用
可
能
車

載
器
取
り
付
け
が
効
果
的
だ

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

「
本
市
な
ら
で
は
」の

特
別
な
体
験
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関
連
す
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
や
大
谷
地
域
の
自
然
を
生

か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
本
市

を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
現
在
、
関
係
団
体
と
調
整
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
本
市
の

あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
視
野
に
入

れ
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
。

総
合
政
策
部
長

交
通
系
I
C
カ
ー
ド
t
o
t
r
a

の
タ
ク
シ
ー
へ
の
活
用

ト　

ト　

ラ

　

あ
ら
ゆ
る
本
市
の
魅
力
を

生
か
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
の
返
礼
品
充
実
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
促
進

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
長
の
政
治
姿
勢
❷
ま
ち
づ

く
り
行
政
❸
子
ど
も
行
政

今
井 

政
範 

議
員

　
　
　
　

 

駅
東
公
園
の
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
利
用
機
会
の
拡
大
や

学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
伴
う
授
業
で
の

プ
ー
ル
の
活
用
可
能
性
な
ど
を
踏
ま
え
、

「
室
内
プ
ー
ル
」と
し
て
再
整
備
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
今
後
は
、
プ
ー
ル
の
機
能

や
規
模
、
整
備
場
所
な
ど
具
体
的
な
再
整

備
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
を
目
途

に
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

ダ
ン
ト
ー
跡
地
等

の
用
途
地
域
や
地
区
計
画
な

ど
の
都
市
計
画
案
を
作
成
し
、

住
民
説
明
会
に
お
い
て
開
発

計
画
の
内
容
な
ど
を
地
域
の

皆
様
に
丁
寧
に
説
明
し
た
上

で
、
年
内
を
目
途
に
都
市
計

画
の
手
続
き
に
着
手
す
る
。

都
市
整
備
部
長

ダ
ン
ト
ー
跡
地
に
つ
い
て

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

居
住
の
誘
導
❷
地
域
主
体
に
よ

る
自
治
会
活
動
の
支
援
の
充
実

❸
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
に

お
け
る
ホ
テ
ル
整
備
の
検
討
状

況
❹
大
谷
石
産
業
の
振
興
❺
指

定
金
融
機
関
の
手
数
料
要
望

❻
教
育
行
政

菅
原 
一
浩 

議
員

　
　
　
　

 

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
延
伸
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
取
組
と
一

体
に
な
り
な
が
ら
、
本
市
の
Ｎ
Ｃ

Ｃ
を
牽
引
す
る
都
市
拠
点
の
形
成

に
向
け
て
、
高
次
な
都
市
機
能
の

誘
導
強
化
や
人
中
心
の
ウ
オ
ー
カ

ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

佐
藤
市
長

　
　
　
　

 

社
会
実
験
に
よ
る

来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
や
効
果
な
ど

の
検
証
結
果
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
工
業

団
地
立
地
企
業
等
と
と
も
に
、

清
原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
前
停

留
場
周
辺
の
更
な
る
賑
わ
い
の

創
出
や
交
流
促
進
に
つ
な
が
る

取
組
の
充
実
や
定
着
化
を
図
る

な
ど
、
清
原
地
区
の
更
な
る
活

性
化
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

都
市
整
備
部
長

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

そ
の
他
の
質
問

❶
本
市
農
業
の
振
興
❷
自
治
会

の
集
会
施
設
整
備
へ
の
支
援

❸
Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

岡
本 

芳
明 

議
員

柴
田 

賢
司 

議
員

　
　
　
　

 

国
の
方
針
に
お
い
て
、

全
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
支
援
を
拡
充
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
、

少
子
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
更
な
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
少
子

化
対
策
と
し
て
第
２
子
の
保
育
料
無
償

化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
市
長

　

第
２
子
の
保
育
料
を
免
除
す
る

こ
と
は
、
第
２
子
を
望
む
共
働
き

世
帯
へ
の
大
き
な
支
え
に
な
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　

 

現
在
、
令
和
７
年
度
の
宅
地

分
譲
開
始
を
目
指
し
、
測
量
や
公
共
施
設
の
設

計
な
ど
開
発
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
開
発
計
画
等
の
取
り
ま
と
め
に
対
し
、
技

術
的
な
支
援
を
行
う
と
共
に
地
区
計
画
利
用
促

進
補
助
金
に
よ
る
道
路
や
公
園
等
の
公
共
施
設

整
備
へ
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長

第
２
子
の
保
育
料
免
除
が

必
要
で
あ
る
！！

国
本
西
小
学
校
周
辺
地
域
に
お
け
る

地
区
計
画
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う

　

地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
た
開
発
事
業
の

現
在
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

開
発
事
業
の
実
現
や
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
、

市
は
一
層
、
地
域
と
民
間
事
業
者
と
共
に
取

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

⬇

質
疑
応
答
の

　

全
文
を
視
聴

　

で
き
ま
す

内
藤 

良
弘 

議
員

そ
の
他
の
質
問

❶
Ｄ
Ｘ
の
推
進
❷
保
育
士
の
人
材
確
保
費

❸
保
育
施
設
等
に
お
け
る
お
む
つ
の
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
❹
エ
コ
パ
ー
ク
板
戸

の
対
応
❺
脱
炭
素
化
推
進
に
係
る
連
携
協
定

の
締
結
❻
中
央
卸
売
市
場
の
賑
わ
い
エ
リ
ア

❼
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
小
水
力
発
電
設
備
の
設
置
❽
水
道
料
金
の

見
直
し
❾
安
全
で
お
い
し
い
水
の
普
及

　

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
ダ
ン
ト
ー
タ
イ
ル
宇
都

宮
工
場
跡
地
に
係
る
、都
市

計
画
提
案
に
対
す
る
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

令和５年度 議会関係人事
＊◎は委員長、〇は副委員長

　◆決算審査特別委員会◆
　　◎小林 紀夫／岡本 源二郎／今野 哲也／菅原 一浩／山﨑 昌子
　◆企業会計決算審査特別委員会◆
　　◎塚田 典功／若林 芽育／柴田 賢司／黒子 英明／今井 政範
　◆行政DX調査特別委員会◆
　　◎内藤 良弘／若林 芽育／岡本 源二郎／長谷川 武士／
　　　今井 政範／馬上 剛／熊本 和夫
　◆地域共生・地域経済循環社会調査特別委員会◆
　　◎黒子 英明／手塚 泉／矢古宇 芳一／篠﨑 圭一／舟本 肇／
　　　小林 紀夫
　◆脱炭素社会調査特別委員会◆
　　○山﨑 昌子／今野 哲也／菅原 一浩／柴田 賢司／
　　　岡本 芳明／塚田 典功

◆特別委員会

■ 委員会等 ■

　

水
泳
は
ニ
ー
ズ
が
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
通
年
利

用
が
可
能
な「
室
内
プ
ー
ル
」を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向
け
た

「
公
共
プ
ー
ル
」の
在
り
方
に
つ
い
て

　

L
R
T
の
J
R
宇
都
宮
駅
西
側

延
伸
に
併
せ
た
L
R
T
沿
線
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
よ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
な
未
来
の
宇
都
宮
市
を
創
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

J
R
宇
都
宮
駅
西
側
に
お
け
る

L
R
T
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

清
原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

前
停
留
場
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

清
原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
前
停
留
場

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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皆様方より頂戴した声に
耳を傾け、市民に開かれた市議会を目指し
引き続き頑張って参ります！！

ご意見・ご感想は
身近な当会議員に！

消防防災ヘリコプター「おおるり」視察！ 他市のまちづくりから、
学び、活かす！

広島視察の様子

北海道視察の様子

　ＪＲ宇都宮駅東口のライトラインの
開業で、駅西側の延伸を見据えた同駅
西口周辺整備の動きも活発になってき
ました。
　東西連結を踏まえた宇都宮市の新た
な玄関口の構築、魅力あふれるウオー
カブルな街を作っていくために、  ＪＲ
広島駅南口整備事業を視察。また、防
災・減災力強化や福祉機能の向上のた
めの北海道視察も実施しました。
　他の自治体の優れた先進事例を
宇都宮のまちづくりに積極的に
取り入れていけるように努めて
まいります。

　様々な災害や危機に迅速的確に対応し、県民の安全・安心な
暮らしを守るために活動している栃木県消防防災航空隊を視察
しました。空から栃木の安全を守るため、平成 9年度から消防防災ヘリコプター
「おおるり」（ＡＷ139）を運行。救急救助・災害応急対策・空中消火などの活動や、
緊急時の広域応援活動なども行っています。

　視察では、険しい山岳地域での救助活動の様子を、
映像を交えてご説明いただき、その後、ヘリの飛行
や機内を視察。一刻一秒を争う緊急時に必要とされ
る冷静な判断力と卓越した技術力、隊員同士の信頼
感は、日夜、研鑽を積む隊員のみなさんのご努力と
高い志で成り立っていることを実感しました。
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